
:

主審:Referee

22 1st 16

18 2nd 22 副審:Umpire

17 3rd 14

15 4th 16

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

× 宮城　大喜 CAP 21 3 5 2 3 × 木下　貴裕 CAP 17 3 4 0 2

× 武藤　修平 12 0 5 2 1 × 田中　一行 16 0 8 0 1

/ 小川　昌志 2 0 1 0 0 横田　一城 - - - - 0

× 湊　大樹 14 0 6 2 2 × 阪口　拓郎 10 0 5 0 1

× 伊藤　雄太 14 2 3 2 2 / 福田　隆司 6 0 3 0 1

× 伊藤　伸高 9 1 3 0 1 × 谷口　淳 12 0 4 4 3

藤田　洸 - - - - 0 岡田　修 - - - - 0

/ 田中　浩喜 0 0 0 0 0 / 石塚　裕也 2 0 1 0 0

溝坂　太成 - - - - 0 柳内　龍馬 - - - - 0

/ 志水　一希 0 0 0 0 0 山本　和輝 - - - - 0

中山　祐樹 - - - - 0 × 保井　佑介 5 1 1 0 1

西嶋　宏哉 - - - - 0 古倉　勇人 - - - - 0

/ 三上　翔平 0 0 0 0 0 濱本　将太 - - - - 0

畑澤　哲平 - - - - 0 吉川　凌司 - - - - 0

亀山　悟史 - - - - 0 河隅　航 - - - - 0

佐藤　信長 小村　基

安保　敏明 薮中　俊彦

合　　　計 72 6 23 8 9 合　　　計 68 4 26 4 9

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】
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選手氏名 Name of Players

4

国際情報

68
●

桜　　　宮

チームＢ

畠山　雅樹

17

18

ｺｰﾁ

Aｺｰﾁ

ｺｰﾁ

Aｺｰﾁ

18

17

　第1Q、両チ-ムともマンツ-マンディフェンスでスタ-ト。
能代#５武藤のミドルシュ-トで先制。一方、桜宮は#5田中がゴ-ル下を決め、入れ返す。
その後、能代#４宮城が連続で3Pシュ-トを決め、12-6と抜け出す。桜宮は#5田中がミドル
シュ-トをテンポよく決めて加点する。22-16と能代6点リ-ドで第１Q終了。
　第2Q、能代はハ-フラインからのゾ-ンディフェンスで引き離しにかかるが、桜宮は落ち
着いてボ-ルを廻し、#7阪口、#9谷口らがシュ-トを決め、点差を縮める。能代はシュ-ト
が思うように決まらず、得点が伸びない。桜宮は#8福田がゴ-ル下を決め、32-31となり、
さらに残り1分25秒、#14保井が3Pシュ-トを決め、37-38と桜宮が逆転。終了間際、能代#5
武藤がゴ-ル下で入れ返し、40-38と能代2点リ-ドで第2Q終了。
　第3Q、能代は#8伊藤雄がドライブからシュ-トを決めるなどして得点する。桜宮は#4木
下、#5田中がミドルシュ-トを決めて一進一退の展開となる。残り6分過ぎから能代にミス
が目立ち始める。桜宮は#14保井がミドルシュ-トを決め、48-48で同点となり、さらに残
り2分42秒に#9谷口がゴ-ル下からシュ-トを決め、逆転するが、残り1分を切ったところか
ら能代#9伊藤伸が3Pやスティ-ルからのシュ-トなどで連続得点し、57-52と能代5点リ-ド
で第3Q終了。
　第4Q、お互いにシュ-トを入れあう展開が続くが、65-61と能代4点リ-ドとなったところ
で桜宮がタイムアウト。その後、桜宮はリバウンドを取ってから速攻で得点するが、能代
は#4宮城が3Pやゴ-ル下で踏ん張り、点差が動かない。残り1分32秒、#8福田がミドルシュ
-トを決め、70-68となったところで、能代がタイムアウト。その後、能代#7湊がゴ-ル下
を決め72-68となったところで、試合終了。
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 第２２回 能代カップ
高校選抜バスケットボール大会 

Year    Month    Day     Time

002009  年  5 月  3 日
NO,

選手氏名 Name of Players

能代工業

場 所

大会名

Competition

神奈川

No,

4

9

72
○

チームＡ

秋田県

M-101

平山　尚

信太　悦美

NOSHIRO
CUP '09

 能代市総合体育館
Place


